
会
議
所
B
誌
一

(
5
月
t
6
月
)

5
月

マ
理
財
部
会
開
催

器
日

▽
保
者
雇
用
促
進
協
会
総

会
に
出
席
(
光
峰
部
長
)

N
日
▽
工
業
部
会
幹
事
会
開
催

▽
工
芸
部
会
幹
事
会
開
催

▽
当
所
婦
人
会
開
催

舗
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催

▽
商
業
卸
部
会
幹
事
会
開
催

▽
醸
造
部
会
幹
事
会
開
催

豁
日
▽
商
業
小
売
部
会
幹
事
会
開

マ
通
産
局
生
活
関
連
物
資
シ

ス
テ
ム
推
進
委
員
会
に
出
席

(
円
城
寺
係
員
)

町
日
マ
建
設
部
会
幹
事
会
開
催

マ
税
務
指
導
連
絡
協
議
系

会
に
出
席
(
仲
野
係
員
)

器
日
マ
技
能
検
定
協
会
理
事
会
に

'

,
'
'
'
'
'
.
'
'
.
'
'
'
'
.
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
,
'
'
,
'
'
'
'
'
'
'
'
'
゛
'
'
'

▽
関
西
照
明
委
員
会
幹
事
会

に
出
席
(
木
戸
次
長
)

▽
当
所
婦
人
会
竹
柏
句
会
開
一

Ⅱ
日
マ
商
業
小
売
部
会
幹
事
会
開

リ
日
▽
器
検
定
試
験
実
施

玲
日
▽
交
通
運
輸
部
会
幹
事
開
催

▽
記
帳
継
続
指
導
実
施
(
十

六
日
ま
で
四
日
間
)

▽
近
商
連
常
任
理
事
会
に
出

(
貴
多
本
局
長
)

▽
三
条
通
り
シ
,
ツ
ピ
ソ
グ

N
e

モ
ー
ル
創
素
会
に
出
席
(

上
田
会
頭
・
小
谷
専
務
理
事

妬
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催

▽
マ
ル
経
審
査
会
開
催

マ
商
工
ま
つ
り
幹
事
会
に
出

吊
(
後
藤
係
員
)

那
日
マ
小
売
部
会
幹
事
会
開
催

マ
観
光
士
産
品
買
取
審
査
会

実
施

W
日
▽
小
売
部
会
(
夏
ま
つ
り
委

員
会
)
開
催

出
席
(
小
谷
専
務
理
量
)
一
、
i
!
、
i
!
"
、
"
゛
ー
:
:
ー
ー
:
:

卸
日
▽
奈
良
福
祉
事
業
協
同
組
合
一
明
冊
明

総
会
に
出
席
(
小
谷
専
務
理
一
卯
卯
印

事
)
一

、、、、、、、、、、

6
月

1
日

▽
正
副
会
頭
会
議
開
催

▽
大
和
高
田
商
工
会
議
所
と

の
連
絡
会
議
開
催

▽
中
小
企
業
振
興
委
員
会
開

▽
計
算
尺
検
定
実
施

▽
交
通
運
輸
部
会
開
催

マ
商
店
共
済
会
総
会
開
催

マ
税
務
対
策
連
絡
協
議
会
に

出
席
(
仲
野
係
員
)

▽
観
光
部
会
幹
事
会
開
催

▽
所
得
税
法
改
正
説
明
会
に

出
席
(
仲
野
・
坊
係
員
)

7
日

ボ

よとこ、つしつもを巣の

.一
自

マ
三
条
通
り
シ
"
ツ
ピ
ソ
グ

モ
ー
ル
発
起
人
会
に
出
席
(

件
野
・
円
城
寺
各
係
員
)

マ
正
副
会
頭
会
議
開
催

8
目

女

,
'
'
'
'
'
'
゛
'
゛
゛
'
゛
'
'
'
゛
'
'
'
'
'
'
゛
'
゛
'
゛
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
゛
'
'
'
,
'
'
'
'
'
゛
'
'
゛
'
'
゛
'
'
'
'
'
'
.

ヒ月

ー
、
■
■
●
、
、

皆
Ⅱ
、

ー
ー叩

」
、

会
"
、

肖

G&G力

目

ソニ
ヨ

、
グ
.J一ンキ ゛

男

Ⅱ

議

罵 計

"

ンラト

分

.

スブノ

登
W
夾
川
路

ず
.

区

'
ι
:
●
●
1
,
●
●
●
.
ー
ー
●
●
●
●
1
1
●
明
、
●
1
1
●
リ
■
-
ー
ー
.
、 豐

▼
『
一
本
の
矢
な
ら
折
れ
る
が
三
本

に
な
る
と
折
れ
な
い
』
 
1
こ
れ
は

毛
利
元
就
の
,
団
結
'
を
示
す
言

葉
で
す
が
、
当
所
の
よ
う
な
経
済
団

体
に
と
っ
て
、
大
事
な
こ
と
が
ら
で

す
。▼当

所
の
役
割
は
地
域
商
工
業
者
の

結
集
の
場
と
し
て
の
中
枢
セ
ソ
タ
ー

で
あ
る
こ
と
は
先
刻
ご
存
知
の
通
り

で
t
が
、
当
所
の
機
能
を
考
え
る

時
、
前
述
の
こ
と
ば
の
よ
う
に
、
よ

り
一
人
で
も
多
く
の
商
工
業
者
が
当

所
運
営
に
参
画
し
て
頂
く
こ
と
が
最

良
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。▼

当
所
で
は
現
在
こ
の
目
的
の
も

と
、
会
員
増
強
運
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
よ
り
地
域
社
会
に

密
着
し
た
事
業
を
進
め
る
た
め
こ
の

運
動
に
御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

、
、
イ

数

国
所言

帝
興

月

÷

3

ゞ

数

月

足

件

4

(

充
客

7

紹

乗

6

月

■
二
=
三
=
=
冨
=
一
一
二
一
一
一
一
一
=
=
=
ニ
=
=
ニ
=
〒
=
=
=
=
=
一
、
ニ
=
一
.
三
一
一
一
二
=
一
一
.
=
一
=
ニ
=
=
ニ
=
=
ニ
=
=
ニ
=
=
三
=
=
一
三
=
一
.
ニ
=
一
三
=
一
三
=
=
ニ
=
=
ニ
=
=
=
=
=
一
三
=
一
三
=
一
一
一
=
=
=
ニ
=
=
ニ
=
:
ニ
=
一
三
=
=
鳴

良

6

サ

月

4

r
-
E

金
融
相
談

税
務
・
記
帳
相
談

労
働
保
険
事
務
代
行

共
済
制
度
の
普
及

講
演
会
・
講
習
会
の
開
催

5

客
月

乗

奈

発
行
所

奈
良
市
登
大
路
町

部
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
老

"
=
=
=
=
ニ
=
=
一
三
=
三
一
=
一
=
一
=
一
.
二
一
一
冒
.
二
一
=
ニ
=
=
=
=
=
一
.
=
=
一
三
=
三
一
=
一
.
ニ
=
一
一
.
=
一
一
三
一
一
器
二
=
=
=
=
=
=
ニ
=
一
=
一
=
=
ニ
=
=
ニ
=
=
ニ
=
=
三
=
=
一
一
二
=
一
三
=
一
一
二
一
一
一
三
=
早
=
=
=
=
三
一
三
=
=
ニ
=
冒
Ⅷ

月

4

曳

4

月

四
L
-

き
五

＼

゛

号

,

5

経
営
改
善
指
導

各
種
検
定
試
験
の
実
施

情
報
・
資
料
の
提
供

意
見
具
申
と
建
議

貸
会
議
室
・
展
示
室

印
刷
所共

同
精
版
印
刷
鵠

一
部
五
十
円

谷
武
芳

.
゛
'

一

三
一
一

加

゛

言
'*

7
8

命
鄭忠

、

1

01

亀

施実会査審取買
異
品産

員
士

1

一

、
ι契 ゛

次

光
職

議
観
求 艮幸情

息
者
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奈良会議所ニュース 昭和52年7月10日(毎月1回10日発行)

事半所訪門・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11
一議所日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12
主要経斉1 枦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

奈良県倒産状況

、所趣 件数

5月

前年同月
(内整理を含を負債1,000万円以上)
乗客数(5月)

8億 800万

43億6,300万

南『1旦
奈良市消費者物価指数

8億6,700万

国鉄奈良駅

兆急1舎' 上
対前月比

114.1

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

奈良交通名所めぐり

450,060

奈良公園

4月

0.9

115.4

47フ,27フ

1.1

奈良一法隆
寺一西ノ京

10,195

フ.8

食料

12,628

職業紹介状況(5月)
(学卒パートを除く)

フ.0

111.4

住居

4,333

d、

項目

1Ⅱ.3

111.フ

光熱

月間有効求人数

5,785

(昭和50年=100)

新規求職者数

117.3

112.1

被服

月間有効求職者数

有効求人倍率

109.4

117.3

雑費

,ノ、、

120.6

714

1,5釘
260

896
3,907
560

0.40

110.フ

(総理府統計局)

(奈良職業安定所)

123.4

479

982

133

427

2,036
286

235
599

127

469

1,871
274

前年比
(弘)

△ 7.2
△16.2
20.4

4.2

△3.8
△2.9
同月
0.46

-12 -

-3^▲

昇率
対前年同

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

新規求人数

バ?ブタイム 17:00~22:"0)

金額

乗客

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

商工会議所の事業
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^



ル
鴫
畴
魂
凶

奈
良
県
で
は
、
地
域
商
業
の
健

全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
大
型
店

舗
等
に
関
す
る
対
策
指
遵
に
つ
い

て
次
の
要
綱
を
発
表
し
た
。

な
お
、
同
要
綱
は
六
月
十
五
日

か
ら
実
施
さ
れ
る
。

奈
良
県
大
型
店
舗
等
出
店
対
策

指
導
要
綱

(
大
型
店
舗
等
設
置
者
の
届
出
)

第
三
大
型
店
舗
等
を
新
設
(
建
物

の
床
面
積
を
変
更
し
又
は
既
存
の

建
物
の
全
部
も
し
く
は
一
部
の
用

途
を
変
更
す
る
こ
と
に
ょ
り
大
型

店
舗
等
と
な
る
場
合
を
含
力
J

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
計
画
内
容

を
記
載
し
矣
型
店
舗
等
設
置
届

出
書
(
第
一
号
様
式
)
を
当
該
大

型
店
舗
等
の
所
在
す
る
市
町
村
を

そ
の
区
域
と
す
る
商
工
会
又
は
商

工
会
議
所
(
以
下
「
商
工
会
」
等

と
い
う
。
)
に
提
出
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い

2
 
大
型
店
舗
等
の
店
舗
面
積
を

-
0
0
平
方
材
以
上
増
加
し
よ
う

と
す
る
老
は
、
計
画
内
容
を
張

し
矣
型
店
舗
等
設
置
届
出
書
を

当
該
大
型
店
舗
等
の
所
在
す
る
市

町
村
を
そ
の
区
域
と
す
る
商
工
会

等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
趣
旨
)

第
一
こ
の
要
綱
は
、
地
域
商
業
の

健
全
な
発
展
を
図
る
九
め
、
大
型

店
舗
等
に
関
す
る
対
策
指
導
に
つ

い
て
必
要
な
事
須
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

(
用
語
の
定
義
)

第
二
こ
の
要
綱
に
お
い
て
「
六
型

店
舗
」
等
と
は
、
一
の
建
物
で
あ

つ
て
そ
の
建
物
内
の
店
舗
面
積
の

合
計
が
五
0
0
平
方
餅
以
上
で
あ

る
も
の
を
い
う
0

2
 
こ
の
要
綱
に
お
い
て
「
店
舗

面
積
」
と
は
、
小
売
業
(
飲
食
業

を
除
く
も
の
と
し
、
物
品
加
工
修

理
業
を
含
む
。
以
下
同
じ
、
)
を

営
む
光
め
の
店
舗
の
用
に
供
さ
れ

る
床
面
積
を
い
う
。

規
定
に
ょ
る
開
発
行
為
の
許
可

申
請
前

2
 
建
築
基
準
法
命
和
二
五
年

)(
法
律
第
二
0
冒
ぢ
)
第
六
条
の

規
定
に
ょ
る
建
築
の
確
認
申
請

の
三
月
前

③

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
け
る

小
売
業
の
事
業
活
動
の
調
整
に

関
す
る
法
律
(
昭
和
四
八
年
法

律
第
-
0
九
号
)
第
三
条
の
規

定
に
ょ
る
届
出
の
三
月
前

)④
営
業
の
開
始
の
日
の
五
月
前

(
大
型
店
舗
等
に
お
け
る
小
売
業
者

の
届
出
)

第
四
大
型
店
舗
等
に
お
い
て
小
売

2

.
'
.
'
4

規
定
に
ょ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
大

型
店
舗
等
に
お
け
る
小
売
業
の
事

業
活
動
が
そ
の
周
辺
の
中
小
小
売

業
の
事
業
活
動
に
相
当
程
度
の
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
大
型
店
舗
等
出
店

対
策
協
議
会
以
下
「
協
議
会
」
と

い
う
。
)
の
意
見
を
聴
い
て
調
整

を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
 
協
議
会
峡
商
工
会
等
黒

見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

必
要
に
応
じ
て
大
型
店
舗
等
の
設

置
に
ょ
り
周
辺
市
町
村
の
小
売
業

の
事
業
活
動
に
相
当
程
度
の
影
響

業
を
営
も
う
と
す

る
者
は
、
計
画
内

容
を
記
城
し
矣

型
店
舗
等
に
お
け

る
小
売
営
業
届
出

書
(
第
二
号
様
式

)
を
当
該
大
型
店

舗
等
の
所
在
す
る

,
、
"
 
3
 
ル

市
町
村
を
そ
の
区

ン
タ
,
゛
、

葬
、
釜

域
と
す
る
商
工
会

j
"
¥
'

ι

等
に
営
業
の
開
始

,
-
4
・

の
日
の
五
月
前
ま

で
に
提
出
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

拶

0
3
 
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
書
の
提
出
時
期
は
、
次

に
掲
げ
る
時
朔
の
い
づ
れ
か
に
該

当
す
る
最
も
早
い
日
と
す
る
。

都
市
計
画
法
(
四
和
四
三
年

①法
律
第
-
0
0
号
)
第
二
九
条
の

を
受
け
る
中
小
小
売
業
の
店
舗
の

所
在
す
る
市
町
村
を
そ
の
区
域
と

す
る
商
工
会
等
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
六
協
議
会

商
工
会
等
誕
置
す
る
も
の

、
はと

す
。

2
 
協
議
会
は
、
商
業
貴
黛

経
験
者
及
び
消
費
者
を
も
っ
て
組

織
す
る
も
の
と
す
る
。

(
県
及
び
市
町
村
へ
の
書
類
の
送
付

等
)第

七
商
工
会
等
峡
第
三
又
は
第

四
の
規
定
に
ょ
る
届
出
書
の
提
出

か
あ
っ
た
と
き
は
速
や
か
に
、
そ

の
届
出
に
係
る
大
型
店
舗
等
に
お

け
る
小
売
業
の
事
業
活
禦
そ
の

周
辺
の
中
小
小
売
業
の
事
業
活
動

,
,
'
;
.
妻
,
,
一
ぞ
一
.
=
が
一
亨
畢

.
゛
一
章
,
ノ
,
'
.
"
当
・
,
、

、
"
.
'
τ
'
〒

'
一
一
L
〒
.
一
斗
 
L
 
,

ン
'
」
二

、
予
゛
゛
,
'

メ
ニ
ミ
'

富
奈
T
 
本
奈
T

(
商
工
会
等
の
調
整
)

に
相
当
程
度
の
影
饗
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
か
な
い
か
の
意
見
を

付
し
て
当
該
届
出
書
の
写
し
を
県

商
工
課
及
び
市
町
村
に
送
付
t
る

も
の
と
す
る
。

2
 
商
工
会
等
峡
第
五
の
規
定

に
ょ
り
調
整
し
た
と
き
は
、
そ
の

結
果
を
県
商
工
課
及
び
市
町
村
に

蛾
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
商
工
会
等
は

第
三
又
は
第
四
の

.十言
畠
一
口

設

設

.

谷
Y
桝

ξ
、 ]

呉
¥
渉
,
L
、

J

昂

3

当
所
常
議
員
の
今
西
清
兵
衛
氏

爾
今
嘉
兵
衛
商
店
社
長
)
は

去
る
六
月
十
四
日
午
前
十
一
時
三

十
分
心
不
全
の
た
め
御
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
茲
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の

牙
表
し
ま
す
。

今
西
氏
は
、
銘
酒
春
鹿
の
哉
造

元
当
主
と
し
て
県
内
酒
造
業
界
の

部

圭
」
W

1
(

や
■

ノ
'
'
/
 
J

一

共
同
化
、
連
鎖
化
等
小
売
商
業
関
係

の
高
度
化
璽
を
強
力
に
推
進
す
る

た
め
、
中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
出

資
を
増
額
す
る
と
と
、
に
需
振
興

法
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
高
度
化

事
業
に
係
る
も
の
の
う
ち
公
共
性
の

高
い
商
店
街
整
備
事
業
及
び
十
人
以

上
が
参
加
す
る
小
規
模
企
業
性
の
高

い
店
舗
共
同
化
事
業
に
つ
い
て
峡

融
資
比
率
八
0
%
(
一
般
は
六
五
%
)

無
利
子
(
一
般
墜
一
・
七
%
)
ま
た

広
域
的
な
連
鎖
化
事
誓
つ
い
て
は

製
比
率
七
0
%
(
一
般
は
六
五
%
)

で
融
資
を
行
う
。

四
流
通
関
係
の
政
策
金
融
の
充
実

流
通
近
代
化
貸
付
、
産
業
安
全
等

貸
付
(
以
上
、
中
小
公
庫
、
国
民
公

庫
)
、
生
鮮
食
料
品
等
小
売
業
近
代

化
貸
付
(
国
民
公
庫
)
の
貸
付
枠
を特

増
額
す
る
。
ま
た
、
一
般
貸
付
、

別
貸
付
と
も
貸
付
限
度
の
引
上
げ
を

行
う
。
な
お
、
中
小
小
売
業
を
含
む

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
貸
付
に
つ

い
て
、
貸
付
枠
の
増
額
を
行
う
と
と

も
に
、
貸
付
対
象
を
拡
大
す
る
。

五
大
型
店
影
響
調
査
の
実
施
等
調

査
研
究
の
充
実

大
型
小
売
店
の
進
出
に
ょ
る
髭

を
把
握
し
、
大
型
店
と
中
小
小
売
商

の
調
和
あ
る
発
展
の
途
を
深
め
る
こ

と
に
ょ
っ
て
、
今
後
の
施
策
立
案
に

資
す
る
等
中
小
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス

き
係
る
調
査
を
充
実
す
る
。

三
二
j

、

Nル四々七、
'

§

X

長
老
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
当

所
関
係
で
は
昭
和
十
六
年
四
月
奈

良
県
商
工
連
合
会
常
任
理
事
を
皮

切
り
に
、
戦
後
早
々
の
県
商
工
会

議
所
創
設
に
参
画
、
爾
来
三
十
有

余
年
の
長
き
に
わ
た
り
当
所
発
展

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
間
数

々
の
功
績
に
対
し
昭
和
四
十
二
年

に
藍
綬
褒
章
、
同
四
十
八
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
の
栄
誉
に
浴

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
告
別
式
は
福
智
院
町
の

今
西
書
院
に
お
い
て
し
め
や
か
に

営
ま
れ
ま
し
た
。享

年
七
十
六
才

J

一
、
中
小
小
売
商
業
振
興
法
に
基
づ

く
振
興
施
策
の
推
進

中
小
小
売
商
業
振
興
於
基
づ
い

て
中
小
小
売
商
業
の
近
代
化
を
強
力

に
推
進
す
る
。
こ
の
た
め
、
融
資
枠

の
拡
大
、
診
断
指
導
の
充
実
及
び

調
査
、
研
究
の
推
進
等
を
行
う
。

琴
/
J.

ν心
ψ 「

一

'
、
ι

ニ
、
商
店
街
改
造
の
た
め
の
計
画
作

成
事
業

地
域
社
会
に
お
い
て
商
業
機
能
が

適
切
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
禽
的
に

商
店
街
の
整
備
が
行
わ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
商
店
街
の
中
に

あ
る
道
路
を
歩
行
者
道
路
と
し
て
、

そ
の
一
部
に
植
樹
、
噴
水
、
護
施

設
等
を
設
置
す
る
事
業
(
買
物
公
園

造
成
事
業
)
に
関
す
る
計
画
作
成
を

含
め
て
改
諄
画
の
作
成
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

三
、
商
業
閧
係
の
高
度
化
車
業
の
推

進卸
団
地
化
、
商
店
街
整
備
、
店
舗

芽

1

〒

(
情
報
の
提
供
及
び
指
導
助
言
)

第
八
県
商
工
課
及
び
県
中
小
企
業

総
合
指
導
所
は
、
大
型
店
舗
等
に

関
す
る
情
報
を
関
係
商
工
会
等
に

捉
供
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
指

遵
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す

る
。

晦

常
議
員
今
西
清
兵
衛
氏
逝
去
さ
る

発

途

.

j

k

,
今
ξ
'
熨
、

J
一
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本
年
七
月
に
実
施
さ
れ
る
「
差
別

を
な
く
す
月
間
」
も
、
数
え
て
六
回

目
を
迎
え
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
期
限
切

れ
を
目
前
に
控
え
た
今
日
、
今
一
度

皆
さ
ん
と
共
に
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
、
深
く
真
剣
に
考
え
、
解
消
の
た

め
に
努
力
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
峡
国
民
全
体

の
強
捻
識
と
そ
の
実
践
を
必
要
と

し
ま
す
。
同
和
問
題
は
国
民
一
人
一

人
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
自
分
の

苦
し
み
と
し
て
受
け
止
め
、
そ
の
解

泱
の
た
め
に
行
動
す
る
責
務
を
負
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
同
和

問
^
の
本
質
な
り
、
^
態
な
り
を
よ

く
見
極
め
て
、
正
し
く
行
動
し
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
国
の
責
務
で
あ
り
同
時
に
国
民

的
課
題
で
あ
る

同
和
対
策
審
議
会
答
申
(
以
下
「

同
対
審
」
と
い
う
)
は
、
そ
の
前
文

に
お
い
て
、
「
:
:
:
い
う
ま
で
も
な

く
同
和
問
題
は
、
人
類
普
遍
の
原
理

で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す

る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
ょ

つ
て
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か

か
わ
る
課
題
で
あ
る
・
:
・
・
・
そ
の
早
急

な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
国

民
的
課
題
で
あ
る
。
」
と
断
盲
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
国
家
的
、
社
会
的
責
任
性
を

な
お
適
確
に
把
握
t
る
た
め
に
は
、

同
和
問
題
の
本
質
を
正
し
く
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ニ
、
同
和
問
題
の
本
質

「
同
和
地
区
は
、
封
建
社
会
(
中

世
末
期
な
い
し
近
世
初
期
)
の
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
諸
条
件
に
ょ

つ
て
生
み
だ
さ
れ
、
一
{
疋
の
地
域
に

居
住
す
る
こ
と
を
規
制
さ
れ
て
つ
く

り
だ
さ
れ
た
集
落
で
あ
る
。
」

と
同
対
審
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
和
間
題
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史

的
事
情
に
基
く
差
別
に
ょ
っ
て
、
現

る
差
別
の
本
質
は
、
同
和
地
区
住
民

に
つ
い
て
は
、
市
民
的
権
利
の
な
か

で
も
特
に
重
要
な
就
職
の
機
会
均
等

の
権
利
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

、L

す
。三

、
「
部
落
地
名
総
鑑
」
「
全
国
部

落
り
ス
ト
」
事
件
(
就
職
の
機
会

均
等
)

周
知
の
と
お
り
、
一
昨
年
末
「
部

落
地
名
璽
」
「
全
国
部
落
り
ス
ト
」

と
い
う
図
室
貝
か
発
売
さ
れ
、
こ
の
図

書
が
大
企
業
中
心
に
購
入
さ
れ
、
奈

良
県
下
に
お
い
て
も
一
部
の
企
業
が

?
)
:
:
)
、
:
:
、

ー
な
く
そ
う
部
落
差
別
1

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
、

一
つ
と
し
て
、
予
断
と
偏
見
に
基
づ

く
同
和
地
区
住
民
へ
の
侮
蔑
で
あ
り

そ
の
結
果
と
し
て
、
同
和
地
区
住
民

を
主
要
な
生
産
関
係
か
ら
排
除
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
人
類
芦
遍
の
原
理

で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
反
し

勿
論
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人

権
、
更
に
は
、
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
の
趣
旨
に
逆
行
す
る
、
の
で

あ
り
、
部
落
差
別
の
中
で
も
最
も
重

大
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
就
職
の

機
会
均
等
を
奪
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
同
和
問
題
解
決
の

中
心
課
題
が
就
職
の
機
会
均
等
の
保

障
に
あ
る
こ
と
黒
識
に
立
ち
、
仕

事
に
重
大
な
か
か
わ
り
を
持
つ
企
業

と
し
て
は
、
社
員
の
採
用
選
考
は
も

と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
の
場
で
労

働
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
が
強
く
要
請
さ
れ
る
と
と
、
に
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
上
層
部
は
、

と
よ
り
、
社
員
す
べ
て
が
正
し
V
理

解
魚
識
を
広
め
て
ゆ
く
取
り
組
み

が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
が
企
業
の

社
会
的
責
任
で
あ
り
ま
す
。

繰
り
返
し
ま
す
か
、
同
和
問
題
の

解
決
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

責
務
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
的
課

題
で
あ
る
こ
と
を
十
稔
識
さ
れ
、

市
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
同
和
問

題
を
痛
切
に
考
え
て
、
差
別
の
解
消

に
な
お
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
^
い
い
た
し
ま
^
。

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

:
、
、
:
゛
.
{
ι
:
:
ι
/

在
社
会
に
お
い
て
も
な
お
著
し
く
基

本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
近

代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
何
人
に
も
保

障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
市
民
的
権
利

と
自
由
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
断
に
し
て
重
大
な
社
会

問
題
で
あ
り
ま
す
。

近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別
と

は
、
一
口
に
い
う
な
ら
ば
、
市
民
的

権
利
、
自
由
の
侵
害
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。部

落
差
別
の
現
象
形
程
多
種
多

様
で
す
が
、
そ
れ
を
生
み
出
し
て
い

「
差
別
を
な
く
す
月
間
」
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購
入
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。

本
件
図
書
の
発
売
者
は
、
部
落
差

別
が
い
ま
な
お
根
強
く
現
存
し
て
い

る
社
会
的
実
態
を
前
提
と
し
て
、
同

和
地
区
住
民
の
雇
用
差
別
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
、
全
国

同
和
地
区
の
所
在
地
等
を
掲
載
し
た

図
書
を
作
り
、
そ
れ
を
発
売
し
、
い

わ
ば
差
別
を
商
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
購
入
企
業
は
こ
の
図
書
の

発
売
目
的
を
熟
知
し
な
が
ら
こ
れ
を

購
入
し
、
就
職
差
別
等
に
利
用
し
た

才
レ
で
グ

▼
む
制
、
カ

羨
、
タ

ー
、
勺
、
門

経
営
相
談
室
(
経
営
一
般
)
開
設

専
門
相
談
員
に
井
上
誠
逸
氏

(

昨
今
の
経
済
情
勢
は
低
成
長
経
済
と
言
わ
れ
る
な
ど
真
に
厳
し
い
様
相
を
程

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
所
で
は
こ
の
難
し
い
時
代
を
乗
り
切
る
た
め
中
小

企
業
診
断
士
の
井
上
誠
逸
氏
を
専
門
相
談
員
に
迎
え
、
経
営
誤
室
を
開
設
す

る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

経
営
上
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
当
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
(
前
日
可
)
に
当
所
(
⑳
六
ニ
ニ
ニ
)
ま
で

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。 相

談
日
は
毎
週
火
曜
日
(
午
後
一
時
1
三
時
)

(

'

f
,

【
井
上
誠
逸
氏
の
略
歴
】

大
正
五
年
八
月

山
辺
郡
都
祁
村
に
生
れ
る

昭
和
九
年
三
月

奈
良
県
立
宇
陀
中
学
校
(
旧
制
)

を
卒
業

昭
和
十
二
年
二
月
よ
り
同
十
八
年

九
月
ま
で
大
阪
市
阿
倍
野
区
役
所
で

戸
籍
、
軍
人
遺
族
援
護
事
務
に
従
事

昭
和
十
八
年
十
月
よ
り
同
二
十
二

年
七
月
ま
で
(
財
)
毎
日
新
聞
社
会
事

業
団
で
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
よ
り

同
二
十
四
年
二
月
ま
で
大
阪
共
同
募

冬
ノ

【
ご
あ
い
さ
つ
】

新
聞
は
史
上
最
高
の
倒
産
を
告
げ

る
な
ど
社
会
経
済
情
勢
は
中
小
企
業

に
と
っ
て
誠
に
き
び
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
酷
し
さ
を
小
ノ
し

で
も
や
わ
ら
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
の

は
当
然
で
あ
り
、
そ
こ
で
中
小
企
業

を
護
る
た
め
の
法
律
が
新
し
く
つ
く

ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
小
企
業

保
護
の
法
律
や
政
策
に
も
明
ら
か
に

限
界
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ

コ

一

4

一

ら
に
頼
り
す
ぎ
る
と
競
争
社
会
に
生

き
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
競
争
力
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
と
い
う

一
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
に
と
っ
て
あ

ら
ゆ
る
保
護
策
は
、
し
ょ
せ
ん
、
両

刃
の
剣
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
両
刃
の
剣
を
使
い

こ
な
す
、
 
t
な
わ
ち
ょ
い
面
を
活
用

し
な
が
ら
悪
い
面
の
影
響
を
受
け
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
、
中
小
企
業
が

そ
の
能
力
を
自
ら
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
ま
す
。
特
に
今
日
の
よ

う
な
時
代
は
中
小
企
業
の
経
営
者
が

そ
の
能
力
を
一
局
め
る
こ
と
が
何
よ
り

も
緊
急
を
要
す
る
、
の
と
い
え
ま
し

よ
う
。
そ
う
し
た
能
力
向
上
の
ご
努

力
に
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
を
私
は
願
っ
て
お
り
京
す
。

(

お
好
み
呉
服

、
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ゞ

金
委
員
会
事
務
局
で
社
会
事
業
施
設

援
助
事
業
に
従
事

昭
和
二
十
四
年
二
月
よ
り
同
五
十

一
年
八
月
ま
で
奈
良
県
庁
で
、
社
会

保
険
、
税
務
事
務
に
従
事
し
た
四
年

足
ら
ず
を
除
け
ば
、
二
十
三
年
余
を

商
工
行
政
、
特
に
中
小
企
業
の
経
営

診
断
・
指
導
に
従
事
L
た
。

こ
の
間
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
中

小
企
業
診
断
士
(
商
業
経
営
)
に
登

録
(
現
在
未
更
新
)
、
さ
ら
に
同
三

十
四
年
中
小
企
業
診
断
士
〔
工
鉱
業

経
営
〕
に
姦
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

奈
良
西
寺
林
商
店
街
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月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

専門相談室

法律相談

経営相談

経理・税務相談

特許相談

金融相談

10:00~12:00

13:00~15:00

13:00~15:00

13:00~15:00

9:00~17:00

当所では会員サービスの・一環として専門相
談室を設けております。
お気軽にご利用ください。なお利用される
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▽
「
く
ら
」
の
意
味

倉
庫
業
を
営
む
も
の
に
と
っ
て
「

く
ら
」
は
営
業
の
基
本
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
「
く
ら
」
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
の
関
心
は
深
い
。
先
般
誰
れ

か
の
文
章
に
「
く
ら
」
に
つ
い
て
、
記

述
さ
れ
て
い
る
の
を
読
ん
で
考
え
さ

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
『

「
く
ら
」
と
は
物
品
を
貯
蔵
保
管
し

て
お
く
所
で
い
ろ
い
ろ
な
漢
字
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
煮
味
を
も
っ

て
い
る
。
「
蔵
」
は
大
切
な
品
物
を

保
管
す
る
所
、
外
か
ら
内
が
み
ぇ
な

「
臓
」
は
人
間
の
心
の
く
ら
、
「

い倉
」
は
食
糧
を
し
ま
っ
て
お
く
所
、

「
庫
L
 
は
武
器
を
保
管
す
る
所
、
母

屋
の
外
側
に
塀
を
つ
け
て
秘
い
し
た

も
の
、
「
府
」
は
書
類
を
保
管
す
る

「
く
ら
」
、
屋
根
の
な
い
囲
だ
け
の

「
く
ら
」
は
今
の
野
積
場
聆
、
か
よ

う
に
昔
か
ら
「
く
ら
」
は
い
ろ
い
ろ

な
物
資
財
宝
を
貯
蔵
す
る
と
こ
ろ
と

し
て
め
で
た
い
建
物
で
あ
り
、
あ
こ

が
れ
の
建
物
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け

ノ

●
ι
、

一

商
品
銀
行

倉
庫
人
止
業
と
は
・
・
・
・
・
・

福
本
正
俊

制
旭
倉
庫
取
締
役
社
長

に
物
資
に
ょ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
「
く

ら
」
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
漢
字
も
古

人
に
ょ
っ
て
器
の
よ
う
に
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

▽
多
機
能
を
要
求
さ
れ
る
近
代
倉
庫

今
日
の
倉
庫
業
は
特
殊
な
倉
庫
は

別
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
物
資
を
寄
託

収
納
す
る
営
業
倉
庫
は
そ
の
構
造
も

「
蔵
」
「
倉
」
「
府
」
等
の
保
管
機

能
を
果
す
構
造
が
必
要
で
あ
る
。
只

武
器
を
保
管
す
る
「
く
ら
」
は
軍
国

主
義
の
消
滅
し
た
今
日
、
老
応
に
は

値
し
な
い
ま
で
も
、
近
代
的
物
資
が

豊
富
に
生
産
さ
れ
る
現
在
は
尚
更
に

「
く
ら
」
の
構
造
が
す
べ
て
の
物
資

に
適
す
る
よ
う
工
夫
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

「
蔵
」
の
よ
う
に
大
切
な
品
物
の

種
類
が
多
く
、
温
度
、
レ
イ
ア
ウ
ト

動
物
害
等
窯
深
く
保
管
す
る
責
任

は
重
大
で
あ
る
。
ま
た
「
倉
」
の
如

く
食
糧
を
保
管
す
る
「
く
ら
」
は
特

に
温
度
湿
度
衛
生
な
ど
に
特
殊

f
宅
、

、

な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら

ナ
L近

代
倉
庫
は
こ
う
し
た
安
全
保
管

の
機
能
が
一
つ
の
倉
庫
で
果
す
こ
と

の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
要
請
さ
れ

る
地
域
の
職
業
奉
仕
の
熱
に
徹
し

荷
主
の
二
】
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は

器
の
如
く
品
種
別
の
要
請
を
満
さ

れ
る
こ
と
稔
合
的
営
業
倉
庫
の
課

題
で
あ
る
。

詔
地
域
的
特
性
に
応
じ
て
高
度

の
倉
庫
経
営
の
協
業
化
を
図
り
高
次

の
流
通
セ
ソ
タ
ー
の
運
営
を
図
っ
て

い
く
こ
と
は
地
域
の
状
況
に
応
じ
て

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。

▽
流
通
時
代
の
先
峰
を

特
に
近
代
倉
庫
は
今
日
の
き
び
し

い
流
通
時
代
を
迎
え
て
保
管
の
責
任

を
果
す
だ
け
で
は
な
く
寄
託
品
の
配

送
、
流
通
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の

な
い
機
能
の
整
備
に
万
全
を
期
し
そ

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
二
つ
の
機

能
が
完
全
に
果
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
っ

て
近
代
的
零
的
営
業
倉
庫
と
し
て

の
使
命
が
果
せ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
0ま

た
「
く
ら
」
は
天
理
市
石
上
神

社
や
三
重
県
の
高
倉
神
社
と
と
も
に

そ
の
起
源
は
古
く
、
常
に
神
の
護
り

の
も
と
に
蔵
人
た
ち
に
ょ
っ
て
守
護

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
「
臓
」
の
よ
う

に
人
問
の
心
の
く
ら
に
人
閻
と
し
て

の
心
の
財
宝
、
人
の
道
と
し
て
の
心

の
財
宝
が
収
め
ら
れ
神
の
心
と
神
の

信
仰
に
も
と
づ
い
て
二
ー
ザ
】
の
貴

重
な
寄
託
品
を
保
管
し
善
良
な
管
理

の
も
と
そ
の
流
通
の
先
峰
を
期
す
る

こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。

゛
ψ

簿
記
夜
問
)
講
習
会
御
案
内

実
用
簿
記

ー
ー

時
の
変
更
か
あ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ビ
了
承
く
だ
さ
い
)

▽
場
所
当
所
四
F
会
議
室

マ
講
師
近
畿
大
学
商
経
学
部

助
教
授
浜
田
麗
史
氏

同
助
教
授
中
嶌
良
次
氏

目

ド゛

当
所
で
は
、
恒
例
の
夜
問
実
用
箔

記
暫
会
を
左
記
の
要
領
で
開
催
致

し
ま
す
。
経
験
者
は
更
に
実
力
を
つ

け
、
初
心
老
に
は
わ
か
り
易
い
癖
記

経
理
の
技
術
知
識
を
習
得
し
て
日
常

の
経
理
器
に
役
立
て
る
た
め
、
こ

の
機
会
に
是
非
御
受
講
く
だ
さ
い
。

記

▽
日
時
 
7
月
Ⅱ
日
・
姶
日
・
N
e

、
ペ

「
青
色
申
告
し
た
い
奮
帳
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い
」
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
当
所
で
は
記
帳
継
統

指
導
(
将
)
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
日
は
毎
月
第
二
月
曜
日
か
ら
四
日
間
、
税
理

士
及
び
当
所
記
帳
指
遵
員
が
懇
切
丁
寧
に
御
質
問
に

お
応
え
し
ま
す
。
な
お
、
日
程
が
変
わ
る
こ
と
か
あ

り
ま
す
の
で
事
前
に
当
所
中
小
企
業
相
誘
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

サレド題
ヅ
0
'
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ご

参
●
広
ル

イ
、
ニ
"
ル
矧

イ
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恕、

「

一

X

7

一

8
月
1
 
日
・
 
2
 
日
・
 
4
 
日

5
日
・
8
日
・
9
日
卑

一

安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障

会
員
事
業
所
共
済
制
度

.

い
ず
れ
も
午
後
6
時
1
8
時
即
分

(
但
し
、
需
の
都
合
に
ょ
り
日

日
・
器
日
・
鉛
日

1
曼

"
蔦

▽
受
講
料

6

^
日
・
^
日
・
^
日
・
^

:
!
ー
ー
!
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!
ー
!
ー
ー
ー
ー

会
員
・
六
千
円
(
一
名
)

非
会
員
八
千
円
(
ガ
)

(
テ
キ
ス
ト
代
含
む
)

マ
定
員
五
0
名
(
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
切
り
ま
す
)

当
議
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は

当
所
中
小
企
業
相
談
所
(
T
E
L
⑳

六
ニ
ニ
ニ
代
)
ま
で

,
安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障
が
得

ら
れ
戸
と
会
員
事
業
所
で
漸
の

共
済
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〔
制
度
の
内
容
〕

①
多
数
の
方
が
ま
と
ま
っ
て
加
入

す
る
こ
と
に
ょ
り
、
「
規
模
の
利

益
」
が
得
ら
れ
安
い
掛
金
で
幅
広

い
高
額
の
保
障
鳶
束
さ
れ
ま

す
。

②
病
気
・
災
害
に
ょ
る
死
亡
か
ら

傷
害
に
ょ
る
入
院
ま
で
業
務
上
外

を
問
わ
ず
常
に
保
障
さ
れ
、
ご
加

入
の
手
統
き
も
簡
単
で
す
。

③
税
額
面
で
の
特
典

▼
法
人
の
場
合
▲

法
人
が
役
貝
従
業
員
の
た
め

に
負
担
し
た
掛
金
は
全
額
損
金
に

算
入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
役
旦

従
業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

▼
個
人
事
業
所
の
場
合
▲

個
人
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め

に
負
担
し
た
掛
金
は
全
額
必
要
経

費
に
算
入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
従

業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

⑥
利
益
配
当
金

一
年
ご
と
に
収
支
計
算
を
船
こ
な

つ
て
剰
余
金
が
生
じ
元
場
合
に
は
配

当
金
と
し
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
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・
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1

と

、

●
保
障
の
範
囲
と
月
額
掛
金

奈
良
近
鉄
タ
ク
ツ
ー
倹
の
人

事
異
動
に
伴
う
当
所
の
議
員
異

動
で
、
吉
岡
二
郎
氏
に
代
わ
り

向
出
愽
氏
(
同
社
専
務
取
締

役
)
が
新
ら
し
く
議
員
に
就
任

さ
れ
た
。
(
5
月
部
日
付
)

q
ミ

)
ノ

毛

霞

今

、

斤-P

金

そ
の
他
共
済
制
度
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
当
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

T
E
L
⑳
六
ニ
ニ
ニ

不
慮
の
事
故
に
ょ
る

W
e
・
Ⅱ
日
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営業

書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机¥■一^-1-.

葆i霊'、ー~、___,領掛金(概算)
病気死亡(廃疾)保険金

災害死亡(廃疾)保険金
(病気死亡保険金を含む)

口
ロロ

傷

第106号(第三種郵便物認可)

5技

入院給付金
(5日以上120日以内)

^ パロ

1,480円

付

200万円

ご婚礼組夜具
応接セット

400万円

N0万円~
20万円

2,220円

特許.実用新案・意匠・商標__出願,蜜、.鑑定・相談・'侵害事件・訴訟

田内外国特許事務.
弁理士蔦田璋子

300万円

1日につき
3,000円

600万円

210万円~
30万円

3,700円

カーテン

事務用家具
ノレームアクセサリー

タンス

500万円

1日につき
4,500円

内外

1,000万円

奈良会議所ニュース

350万円~
50万円

5,180円

弁涯士蔦田
大阪市東区瓦町2丁目9番地
(堺筋本町北へ20om東側ハラダビル8F)

'話大阪(06) 227-5535~5557

700万円

1日につき
フ,500円

1,400万円

490万円~
70万円

国

1日につき
10,500円

昭和52年7月]0日(毎月1回10日発行)

記帳継続指導実施
毎月第2月曜から四日間
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良心的な価格・正札販売の店

西大寺店
郡山店
生駒店

インテリア

宗良市二条田n丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

モ'旦,モ'ト

1予ノササゞ"'ゞJむ
重六二i二1§
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(33) 7671
( 6 ) 2731
( 4 ) 2181
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寡ご婚礼家具
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●
至
冒
冒
毛

観
光
土
産
品

買
取
審
査
会
実
施
さ
れ
る

冨
冒
冒
画
直
■
盟
■
圏
旦
■
冒
■
'
軍

奈
良
県
観
光
士
産
品
公
正
取
引
協

雲
(
会
長
松
岡
太
郎
氏
)
は
、
奈

良
県
と
共
催
で
去
る
6
月
W
日
土
産

品
の
試
買
審
査
を
実
施
し
た
。

こ
れ
は
、
本
県
観
光
士
産
品
の
信

用
確
保
と
品
質
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
3
回
以
上
器

し
て
い
る
も
の
で
、
買
取
地
区
は
、

三
条
通
、
大
仏
前
、
三
儲
麓
の
東

太
小
良
、
ド
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
、
あ
や
め

池
遊
園
地
、
西
の
京
の
西
奈
良
、
天

理
、
信
貴
山
、
硫
寺
、
斑
鳩
、
橿

原
、
[
飛
鳥
、
初
瀬
、
多
武
雌
室

生
、
吉
野
と
県
下
一
円
に
お
よ
び
、

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
方
を
中
心

に
、
総
数
如
名
の
試
買
員
が
、
本
県

で
販
売
さ
れ
て
い
る
士
産
品
の
う
ち

食
品
を
買
い
上
げ
、
審
査
会
(
当

所
4
階
中
ホ
ー
ル
)
に
持
ち
込
み
、

審
査
を
行
っ
九
。

午
前
中
買
い
上
げ
た
元
点
の
士
産

品
を
午
後
よ
り
、
公
正
取
引
委
員
会

大
阪
地
方
事
務
所
、
奈
良
県
観
光

課
、
奈
良
保
健
所
を
は
じ
め
と
す
る

●
亘
畔
巨
●
巨
巨
匡
写
■
■
■
■
,
●
冨
旦
冒
■
冒
旦
■
至
冒
■
.
●
至
冒
■
■
司
■
至
冒
冒
冒
■
■
冒
■
旦
至
冒
■
■
●

学
隠
験
者
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

県
下
観
光
協
△
姦
松
数
舗
名
の
署

、査
員
が
、
食
品
衛
生
法
、
観
光
士
産

品
の
公
正
競
争
規
約
の
両
法
に
基
づ

き
、
過
大
包
装
の
禁
止
、
不
当
表
示

の
禁
止
、
表
系
項
の
4
項
目
に
わ

た
り
厳
正
な
審
査
を
行
な
い
次
の
様

た
判
定
を
く
だ
し
た
。

合
格
四
点
、
条
件
付
合
桜
那
点
、

不
合
格
5
点
、
う
ち
不
合
格
と
判
定

さ
れ
た
も
の
は
、
食
品
衛
生
法
に
規

゛

電
宜
旦
"
冒
闇
山

定
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
表
示
が
個

人
か
法
人
の
区
別
が
明
確
で
な
い
も

の
か
大
半
で
あ
り
、
過
大
包
装
が
ー

点
あ
っ
た
。
又
条
件
付
合
格
の
う

ち
、
量
且
の
表
示
が
な
さ
れ
て
な
い

も
の
が
約
釦
%
、
多
少
手
を
加
え
る

と
合
格
に
な
る
も
の
等
鳶
如
%
で

あ
っ
た
。
審
査
の
結
果
よ
り
、
総
体

的
に
み
る
と
、
問
題
に
な
る
も
の
は

地
方
か
ら
奈
良
に
入
っ
て
い
る
士
産

品
が
多
く
、
販
璽
者
、
卸
売
業
者

か
、
注
芋
れ
ば
、
奈
良
県
下
か

、
、
、
、

ら
、
粗
悪
品
と
呼
ば
れ
る
士
産
品
は

一
掃
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
業
界

は
今
後
共
品
質
向
上
に
一
層
の
努
力

を
お
し
ま
な
い
所
存
で
あ
る
。
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毒
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与
■

.

、

一

本
融
資
制
度
峡
奈
良
商
工
会
議
所
の
経
営
指
遵

を
受
け
て
経
営
改
善
し
、
事
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と

お
考
え
の
方
々
に
、
必
要
な
小
口
の
事
業
資
金
を
、

商
工
会
議
所
会
頭
の
推
鳶
で
国
民
金
融
公
庫
よ
り
無

担
保
・
無
保
証
人
で
お
貸
し
す
る
も
の
で
す
。
詳
細

は
当
所
中
小
企
業
相
誹
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

」
一

一

1
ψ゙
J
闇
、

↓
゛

一

一

立
ム
ニ
、

J
'

一
じ

一

題
、

一

一

、
0

L◎
貸
付
対
象
マ
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
、

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
人
以
下
、

製
造
業
そ
の
他
で
は
五
人
以
下
の
小

企
業
老
で
あ
る
こ
と
。

▽
小
規
模
企
業
者
で
、
そ
の
経
営
内

容
が
小
企
業
と
同
様
の
悉
に
あ
る

も
の
。

◎
資
金
使
途
設
備
資
金
・
運
転
資
金

◎
貸
付
限
度
額
二
五
0
万
円
以
内
(
運
転
資
金
は

一
五
0
万
円
以
内
)

◎
利
率
年
七
・
0
%

◎
返
済
期
限
設
備
資
金
三
年
六
力
月
以
内
(
六
力

月
据
置
)
、
運
転
資
金
二
年
以
内

◎
担
保
・
保
証
人
不
要
(
信
用
保
霧
会
の
保
証

も
い
り
ま
せ
ん
)

◎
貸
出
機
関
国
民
金
融
公
庫

+

.
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商
工
会
辧
共
済
制
度
の
一

環
と
し
て
船
届
け
す
る
『
医
療

保
険
』
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

保
険
は
ガ
ソ
を
は
じ
め
と
す
る

成
人
病
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る

病
気
ま
た
不
応
の
事
故
に
ょ
る

入
院
も
保
障
し
ま
す
か
ら
安
心

で
す
。
お
問
い
合
せ
は
当
所
共

済
係
(
担
当
石
田
)
ま
で
。

ロ
ロ
ロ
五
つ
の
特
長
ロ
ロ
ロ

一
入
院
・
手
術
・
看
護
な
ど
幅

広
い
医
療
費
の
補
償

ガ
ソ
や
成
人
病
だ
け
で
な
く

あ
ら
ゆ
る
病
気
や
不
慮
の
事

故
に
ょ
り
入
院
し
た
と
き
の

差
額
、
ベ
ッ
ト
費
用
手
術
費

用
や
某
い
系
μ
料
な
ど
医

療
費
の
患
者
負
担
を
補
償
し
ま
す

二
安
い
掛
金

医
療
保
障
、
死
亡
保
障
だ
け
を
目

的
と
し
た
新
し
い
無
配
当
タ
イ
プ

の
保
険
で
す
。
満
期
保
険
全
1

当
金
が
な
く
、
そ
れ
だ
け
掛
金
は

{
女
く
な
0
 
て
お
り
ま
す
。

三
加
入
は
簡
単

医
師
に
ょ
る
診
査
は
な
く
、
告
知

だ
け
で
加
入
で
き
ま
す
。

四
法
人
掛
金
は
全
額
損
金
処
理

法
人
が
支
出
し
た
掛
金
は
す
べ
て

福
利
厚
生
変
と
し
て
損
金
に
計
上

で
き
ま
す
。

五
給
付
金
の
非
課
税

入
院
・
手
術
・
看
晋
各
給
付
金

一

f
、 コ

入
院
・
手
術
・
看
護
費
用

'
{
三
弌

和
南

萬

大
区
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小
森
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良
宮
田

奈
大
高

三
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K

店
店

本
支

円
釦

厘
塵
甲
●
妃
佑

一
.

(

"
、

に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

ロ
ロ
ロ
お
取
扱
い
ロ
ロ
ロ

マ
加
入
資
格

商
工
系
所
の
会
員
事
業
所
の
役

員
及
び
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
の

方
で
年
令
六
十
五
才
六
力
月
ま
で

の
方

▽
契
約
期
間

各
加
入
者
ご
と
に
効
力
発
生
日
か

ら
向
う
五
年
間

マ
掛
金
払
い
込
み
方
法

掛
金
は
月
払
い
と
し
、
当
月
分
を

前
月
の
二
十
日
頃
に
金
融
機
関
の

ビ
指
定
口
座
か
ら
自
動
振
替
に
ょ

つ
て
払
い
込
力
。
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第18回全日本中小企業輸出見本市

昭和52年7月10日(毎月1回10日発行)

●特 典

●主

(,訂船と飢)脚醸4釘~.)
通産省、各都道府県、各地商工会.後
議所、全日本中小企業団体中央会

冒^■■.冒^^.置.旦^^■■.■^^■圏■■^^....^^....^^■■■■^^旦■..^^.写■.^^.旦■.^^■旦■.^^....^^.■..^^.圏..^^.,■■^^●,■■^^●■●●^^冒冒■.^^■..■^^.■..^^.■盟.^^■■■旦^

捻打き

日本トレードフェア
出品御案内

'フフ.9.280月-10.1(士)
神戸サソボーホールに於て

日本トレードフェアは、全国の中小企業製品の総合

展示を行い、内外の貿易商社、流通関連業者に紹介し

て、取引の倍進を図り、中小企業製品の販路を拡張す

ることを目的とした見本市で、日本で一番権威ある総

合見本市です。輸出製品に限らず、広く中小企業製品
の出品を期待しています。

★★★給村の内容★゛★

入院鈷付金

陀村亭由

爵気に'り謝駅しτ10日
U上入興しセとき

看設給付金

口獣

ネ血Φ埋凱によ05日以

上入票レ尉亡き

入所中. n后の0宴写状
篦が剛゛LTT0日以上と
急り吊キの冒艮古ガ堰■
し之とき

10

手術枯付金

1日につき

5.000円

2゜

生命保険金

薪定の与M毛畳けだと貞

、日にうき

10000円

1日につき

S伽0

鶴気で蔓亡興風のとき

30
1日につき

15.NO

不慮Φ騨於で1関白以内
こ死亡・貴寅尋とき

,巳につき

10.000

,嵯,0」巴つき
野円 3丹

25 -フ.5

IEにつき

20ON

1日につき

阜慶10にで也

-11毛円
50

15,000

万円

π EI=つき

20,000円

1。。万円

写■1区につ僧
万円乃
75-21・5

200 '

第106号(第三極郵便物認可)

,膚,OC?゛
乃円
IN・・30

.出品対象

.申込先

.申込期限

.出品料

3。。万円

頼の大きさ・
電工の
術で式

ユ卯万円

4伽

繊維、軽機械、金属、各種雑貨、
その他中小企業製品
各都道府県商工部中小企業見本市
担当課へ
昭和52年7月15日
普通小間四O×90cm:2万円)
商談小間 a80×270如:6万円)
なお、各府県では、出品料の補

助金を出しています。
優秀製品に対し、総理大臣賞、
小企業庁長官賞、優秀商品認定証
書が授与される他、国外国際見本
市に無料で出品できます。
全日本中小企業輸出振興協議会

脈動
生命
技術
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梶
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一般事務

本

和食料理 8年

キーパソチ
.、,ー

トヨタのビジネスνン・タ

必要なとき、必要な場所て、必要な車が、必要な時間だけ
ご利用い九だけます。お気軽にお電話くださ'い。

鋳物工
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和文タイプ

6年

婦人服販売
店員

昭和52年7月10日(毎月1回10日発行)

関西

26年
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カ(株)奈良
支店長立花和

(

2年事務
和タイプ 3.6年

2年

75,000円

80,000円

80,000円

85,000円

80,000円

2年

(_

9.00~5.00
(日曜・祝田

奈良市

奈良市

奈良市

奈良市

1年

9.00~5.00
(日曜・祝日)
9.00~5.00
(日曜・祝田
9.00~5.00
(日曜・祝日)

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

第106号掲鮫分

学歴

不問

10.00~6.00
(不問・曜)

高小卒


